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電子間相互作用と電荷、スピン、軌道自由度を厳密に取り扱い、M=Cr, Mn, Fe の場合と M=Ni の
場合にスピン転移の性質が定性的に異なること、及び、これが不純物イオンの3d 軌道準位のエネ
ルギー位置に起因することを明らかにした。２）自発的に励起子が凝集する励起子絶縁体の候補
であるコバルト酸化物の有効模型として5軌道ハバード模型を考え、励起子絶縁相に特有な光学応
答における複数の吸収ピークの存在を確認し、これらが励起子絶縁体の秩序変数の軌道成分と対
応することを明らかにした。  
これらの研究成果はスピン状態自由度を有する強相関電子系の研究分野に新しい展開をもたら
すものであり、著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示
している。したがって、閔文静氏提出の博士論文は、博士（理学）の学位論文として合格と認め
る。  
